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令
和
６
年
度

治
山
林
道
事
業
の
予
算
の
執
行
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
政
府
予
算
に
お
け
る
「
林
野
公
共
予
算
」
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
百
．〇
一
パ
ー
セ
ン
ト

に
相
当
す
る
千
八
百
七
十
七
億
円
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
令

和
５
年
度
補
正
予
算
を
合
わ
せ
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
の

百
三
十
九
．八
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
二
千
六
百
二
十
二
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
は
、「
徳
島
新
未
来

創
生
総
合
計
画
」
で
設
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
「『
未
来
に
引
き
継

げ
る
徳
島
』の
実
現
」と
、ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
「
安
心
度
ア
ッ
プ
、
魅
力
度
ア
ッ
プ
、
透
明
度
ア
ッ

プ
」
を
定
め
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
に
向
け
展
開
す
る
「
17
の

戦
略
」
と
戦
略
ご
と
に
実
行
す
る
「
75
の
戦
術
」
で
構
成
さ
れ
、

総
合
計
画
の
方
向
性
に
沿
っ
た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
前
年
度
比
百
一
．六
パ
ー
セ
ン
ト

の
六
百
九
十
一
億
円
を
計
上
し
て
お
り
、「
安
心
度
ア
ッ
プ
」

県
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
た
流
域
治
水

の
取
組
と
し
て
の
治
山
事
業
、「
魅
力
度
ア
ッ
プ
」
活
力
と
に

ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
た
生
産
基
盤
づ
く
り
と
し
て
林
道
事

業
を
位
置
付
け
、
強
靱
で
持
続
可
能
な
農
山
漁
村
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
　
治
山
事
業
に
つ
い
て

一
　
治
山
事
業
に
つ
い
て

　

治
山
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
確
保
が
特
に

必
要
な
も
の
と
し
て
指
定
さ
れ
る
保
安
林
等
に
お
い
て
、
山

腹
斜
面
の
安
定
化
や
荒
廃
し
た
渓
流
の
復
旧
整
備
等
を
実
施

す
る
も
の
で
、
森
林
の
維
持
・
造
成
を
通
じ
て
森
林
の
機
能

を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
山
地
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
と
と
も
に
、
水
源
の
か
ん
養
や
生
活
環
境
の
保
全
・

形
成
を
図
る
重
要
な
県
土
保
全
施
策
で
す
。

　

施
策
の
実
現
に
向
け
、
県
で
は
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に

令
和
５
年
度
補
正
予
算
を
合
わ
せ
、
治
山
事
業
で
二
十
三
億 

七
千
二
百
三
十
三
万
七
千
円
、
林
野
地
す
べ
り
防
止
事
業
で

四
億
四
千
六
十
六
万
三
千
円
を
計
上
し
て
お
り
、
両
事
業
で

前
年
度
同
等
予
算
の
百
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る

二
十
八
億
一
千
三
百
万
円
の
執
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

治
山
事
業
に
お
い
て
は
、
気
候
変
動
に
よ
り
大
雨
等
が
増

加
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
山
地
災
害
の
激
甚
化
や
同
時
多
発

化
に
対
応
し
、
中
山
間
地
域
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
復
旧
の
加
速
化
や
効
率
化
、「
流
域
治
水
」
と
連
携

し
た
治
山
対
策
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
事
業
別
の
箇
所
数
、
予
算
額
の
詳
細
に
つ
い
て
は

別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
　
林
道
事
業
に
つ
い
て

二
　
林
道
事
業
に
つ
い
て

　

林
道
事
業
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
と
と
も
に
、
持
続
的
な
森
林
経
営
の
実
現
に
向
け
、
森
林

施
業
や
効
率
的
な
木
材
輸
送
に
不
可
欠
と
な
る
森
林
基
盤
整

備
事
業
で
す
。

　

さ
ら
に
、
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
激
甚
化
す

る
気
象
災
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
、
地
域
の
暮
ら
し
を

維
持
・
確
保
す
る
迂
回
路
と
し
て
の
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

施
策
の
実
現
に
向
け
、
県
で
は
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に

令
和
５
年
度
補
正
予
算
を
合
わ
せ
て
、
前
年
度
同
等
予
算
の

百
一
．九
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
二
十
六
億
四
千
四
百
八
十
七
万

円
の
執
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

林
道
事
業
に
お
い
て
は
、
木
材
需
要
の
高
ま
り
に
伴
い
、

主
伐
を
中
心
と
す
る
木
材
の
増
産
要
請
に
対
応
し
た
林
道
の

開
設
・
改
良
や
施
設
の
長
寿
命
化
に
加
え
、
自
然
災
害
等
に

備
え
た
林
道
の
強
靱
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
別
・
県
営
・
市
町
村
営
別
の
路
線
数
、
予
算

額
に
つ
い
て
は
、
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



区　　　分
R4補正＋R5当初 予算（A） R5補正＋R6当初 予算（B） 当初予算

対比 備考R4年度補正（11月） R5年度当初 R5年度補正(11月) R6年度当初 対比
事業費 事業費（C） 箇所数 事業費 箇所数 事業費（D） Ｂ／ A Ｄ／Ｃ

治山事業 857,000 1,556,940 21 809,000 46 1,563,337 98.3% 100.4%

山地治山 857,000 1,412,821 21 809,000 35 1,419,217 98.2% 100.5%

復旧治山 593,000 615,795 15 613,000 16 744,632 112.3% 120.9%

予防治山 276,234 6 246,754 89.3% 89.3%

緊急予防治山 189,000 399,611 5 159,000 9 314,448 80.4% 78.7%

防災林造成 75,000 1 37,000 1 17,468 72.6%

機能強化・老朽化対策 67,693 1 33,846 50.0% 50.0%

緊急機能強化・老朽化対策 37,121 1 27,295 73.5% 73.5%

盛土対策 16,367 1 34,774 212.5% 212.5%

流域保全総合治山 0 48,039 0 0 3 82,979 172.7% 172.7%

流域保全総合治山 48,039 3 82,979 172.7% 172.7%

保安林整備 96,080 8 61,141 63.6% 63.6%

保安林改良 96,080 8 61,141 63.6% 63.6%

保育

林野地すべり防止事業 119,000 226,060 4 221,000 4 219,663 127.7% 97.2%

地すべり防止 119,000 226,060 4 221,000 4 219,663 127.7% 97.2%

計 976,000 1,783,000 25 1,030,000 50 1,783,000 102.0% 100.0%

（単位：千円）

区　　　分
R4補正＋R5当初 予算（A） R5補正＋R6当初 予算（B） 当初予算

対比 備考R4年度補正（11月） R5年度当初 R5年度補正（11月） R6年度当初 対比
事業費 事業費（C） 路線数 事業費 路線数 事業費（D） Ｂ／ A D ／ C

森林基盤整備事業 237,345 2,358,667 5 314,300 54 2,330,570 101.9% 98.8%

県営事業 76,900 1,369,585 2 127,250 14 1,367,076 103.3% 99.8%

地方創生推進交付金 1,320,878 13 1,299,571 98.4% 98.4%

森林環境保全整備事業（公共） 76,900 48,707 2 127,250 1 67,505 155.1% 138.6%

林道整備事業 76,900 48,707 2 127,250 1 67,505 155.1% 138.6%

市町村事業 160,445 989,082 3 187,050 40 963,494 100.1% 97.4%

地方創生推進交付金 610,715 20 573,875 94.0% 94.0%

農山漁村地域整備交付金 162,082 9 137,919 85.1% 85.1%

森林環境保全整備事業（公共） 160,445 216,285 3 187,050 11 251,700 116.5% 116.4%

林道整備事業 160,445 216,285 3 187,050 11 251,700 116.5% 116.4%

計 237,345 2,358,667 5 314,300 54 2,330,570 101.9% 98.8%

（注）１．令和６年度当初予算は、国の内示により変動する。

（注）１．令和６年度当初予算は国の内示により変動する。

１．令和６年度　治　山　事　業

２．令和６年度　林　道　事　業
（単位：千円）
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こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
け
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、

森
林
土
木
・
保
全
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
県
の
治
山
林
道
事
業
の
発
展
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
尽

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、治
山
林
道
協
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
本
県
の
森
林
・
林
業
行
政
は
も
と
よ
り
、
治
山
林

道
事
業
の
推
進
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

冒
頭
、
御
報
告
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
の
組
織
機
構
改

革
に
伴
い
組
織
の
名
称
が
改
め
ら
れ
、
平
成
七
年
度
か
ら
長

き
に
わ
た
り
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
「
森
林
整
備
課
」
が
、

「
森
林
土
木
・
保
全
課
」
と
な
り
ま
し
た
。
慣
れ
る
ま
で　

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、御
了
知
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
五
年
間
、
県
の

最
上
位
に
位
置
し
、
予
算
編
成
や
事
業
立
案
な
ど
の
根
幹
と

な
る
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、「
徳
島
新
未
来
創
生
総
合
計

画
」
を
策
定
し
、
運
用
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
計
画
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
過
疎
化
と

い
っ
た
「
静
か
な
る
有
事
」
が
進
行
し
、
大
規
模
な
地
震
を

は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
状
況
の

中
、
皆
様
と
共
に
推
進
す
る
県
政
運
営
指
針
と
な
る
も
の
で

す
。

　

当
計
画
に
お
け
る
事
業
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
治
山
事
業

は
、
戦
略
６
「
危
機
管
理
体
制
の
充
実
と
県
土
強
靱
化
の
推

進
」
に
お
い
て
、「
事
前
復
興
の
推
進
と
快
適
な
避
難
環
境

の
確
保
」
を
図
る
た
め
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
生

産
活
動
の
維
持
、
被
害
の
最
小
化
に
向
け
、
山
地
災
害
対
策
・

地
す
べ
り
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
気
象
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
り
を
見
せ
る
中
、

「
山
地
防
災
力
強
化
」
の
た
め
、
荒
廃
山
地
の
復
旧
・
予
防

対
策
、
治
山
施
設
の
機
能
強
化
・
老
朽
化
対
策
や
地
す
べ
り

防
止
な
ど
総
合
的
な
山
地
治
山
対
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
事
業
は
、
戦
略
11
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」

に
お
い
て
、「
持
続
可
能
な
林
業
と
競
争
力
の
あ
る
木
材
産

業
の
実
現
」
を
図
る
た
め
、
県
産
材
の
増
産
に
必
要
な
林
道

や
作
業
道
な
ど
の
路
網
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
林
道
が
果
た
す
役
割
は
、「
林
業
の
成
長
産

業
化
」
と
「
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
」
の
実
現
は
も
と
よ

り
、
平
時
に
は
生
活
道
、
災
害
時
に
は
迂
回
路
や
避
難
路
と

し
て
緊
急
輸
送
路
を
補
完
し
、
集
落
の
孤
立
化
を
防
ぐ
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
の
重
要
な
機
能
を
併
せ
持
つ
路

網
の
整
備
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
治
山
林
道
事
業
は
、
中
山
間
地
域
の
基
盤

と
経
済
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ
り
、
切
れ
目
無

い
継
続
的
な
事
業
展
開
が
望
ま
れ
ま
す
が
、全
国
的
に
過
疎
・

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
の
建
設
業
就
業
者
の

減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
国
に
先
駆
け
、

就
業
を
促
す
取
組
と
し
て
、
小
中
高
生
を
対
象
に
、
森
林
土

木
の
意
義
や
必
要
性
を
教
え
る
「
土
育
」（
つ
ち
い
く
）
を

積
極
的
に
展
開
し
、
ハ
ー
ド
（
治
山
林
道
）・
ソ
フ
ト
（
人

材
育
成
）
の
両
面
か
ら
本
年
度
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
御
支
援
、
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
治
山
林
道
協
会
の
益
々
の
御
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
し
て
、
就
任
に
あ
た
っ
て

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就

任

挨

拶

就

任

挨

拶

森
林
土
木
・
保
全
課
長
　
　
　
　
　
　

金
　
子
　
和
　
親
　

NO.213 令和 6年 4月 15 日2



入
札
・
契
約
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

入
札
・
契
約
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

　

令
和
６
年
度
の
徳
島
県
の
入
札
・
契
約
制
度
改
正
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
近
年
、
建
設
産
業
は
、
働
き
手

の
高
齢
化
や
若
年
入
職
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
担
い
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、「
地
域
の
守
り
手
」
と
な
る
建
設

産
業
が
、
引
き
続
き
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に

は
、「
働
き
方
改
革
の
推
進
」
や
「
建
設
企
業
・
技
術
者
の

適
正
な
評
価
」
を
行
い
、
若
者
や
女
性
を
は
じ
め
と
す
る
新

た
な
「
担
い
手
の
確
保
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
建
設
産

業
が
持
続
的
に
発
展
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
働
き
方
の
転
換
が
求

め
ら
れ
る
中
、「
生
産
性
の
向
上
」
を
図
る
た
め
、「
建
設
分

野
の
Ｄ
Ｘ
実
装
」
に
向
け
た
取
組
の
加
速
、
さ
ら
に
は
建
設

工
事
従
事
者
の
賃
金
水
準
を
向
上
さ
せ
る
「
建
設
産
業
の
賃

上
げ
」
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
迅
速
な
執
行
に
よ

り
「
県
土
強
靱
化
を
加
速
」
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
令
和
６
年
度
の
入
札
・
契
約
制
度
改
正
で
は
、

　
１　
建
設
産
業
の
持
続
的
発
展
、
担
い
手
確
保

　
２　
建
設
分
野
の
Ｄ
Ｘ
実
装

　
３　
建
設
分
野
の
賃
上
げ
促
進

　
４　
県
土
強
靱
化
の
加
速

　

の
４
つ
の
視
点
に
よ
り
検
討
し
、

　
１　
働
き
方
改
革
の
推
進

　
２　
建
設
企
業
・
技
術
者
の
適
正
な
評
価

　
３　
生
産
性
の
向
上

　
４　
建
設
工
事
従
事
者
の
賃
金
水
準
の
向
上

　
５　
県
土
強
靱
化
事
業
の
迅
速
な
執
行

　
６　
県
内
企
業
の
活
用
推
進
と
負
担
軽
減

　

の
６
つ
の
内
容
か
ら
、
所
要
の
制
度
設
計
及
び
運
用
改
善

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
札
・
契
約
制
度
改
正
は
、
企
業
に
対
す
る
周
知

期
間
を
確
保
す
る
た
め
、
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名

通
知
又
は
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か
ら
の
適
用
が
基
本
と
な

り
ま
す
。

１　
建
設
産
業
の
持
続
的
発
展
、
担
い
手
確
保

【
働
き
方
改
革
の
推
進
】

1　
時
間
外
労
働
規
制
の
適
用
開
始
を
踏
ま
え
た
週
休
２

日
制
の
加
速

　

地
域
の
守
り
手
と
な
る
建
設
産
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図

る
た
め
に
は
、
若
手
技
術
者
等
の
入
職
を
促
進
し
、
中
長
期

的
に
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
労
働
基
準
法
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
、
５
年
間
の
猶
予
期
間
を
経
て
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
建
設
業
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
度
以
降
導
入
し
て
い
る
工
事
現
場
に
お
け
る
週
休

２
日
制
の
取
組
を
加
速
す
る
た
め
、「
担
い
手
確
保
モ
デ
ル

工
事
」
の
対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
土
木
工
事
に
お
い

て
、「
更
な
る
余
裕
の
あ
る
工
期
」
を
確
保
で
き
る
よ
う
見

直
し
を
行
う
。

実
施
内
容

①　
工
事
現
場
の
週
休
２
日
に
取
り
組
む
「
担
い
手
確
保
モ

デ
ル
工
事
（
現
場
閉
所
型
）」
の
「
発
注
者
指
定
型
」
の

対
象
を
拡
大
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
全
て
の
土
木
工
事
（
災
害
復
旧
工
事
等
を
除
く
）

　

【
現　

行
】

　
　

・
設
計
金
額
が
２
千
万
円
以
上
の
土
木
工
事
（
災
害
復

旧
工
事
等
を
除
く
）

②　
土
木
工
事
に
お
い
て
、「
更
な
る
余
裕
の
あ
る
工
期
」

を
確
保
す
る
た
め
、「
実
工
事
日
数
」、「
後
片
付
け
日
数
」

を
見
直
す
。

　
　
※
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
実
工
事
日
数
：
実
作
業
日
数
×
不
稼
働
日
割
増
係
数

×
８
／
７
×
１
．１

　
　

・
後
片
付
け
日
数
：
最
低
25
日

　

【
現　

行
】

　
　

・
実
工
事
日
数
：
実
作
業
日
数
×
不
稼
働
日
割
増
係
数

×
８
／
７

　
　

・
後
片
付
け
日
数
：
最
低
20
日

③　
工
程
表
等
の
工
事
書
類
の
提
出
期
間
を
延
長
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
契
約
締
結
後
（
又
は
変
更
日
か
ら
）
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
日
等
を
除
き
14
日
以
内

　

【
現　

行
】

　
　

・
契
約
締
結
後
（
又
は
変
更
日
か
ら
）
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
日
等
を
除
き
10
日
以
内
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2　
工
事
関
係
書
類
等
の
簡
素
化
・
適
正
化
の
加
速

　

工
事
関
係
書
類
等
の
簡
素
化
や
適
正
化
を
加
速
す
る
た

め
、
提
出
時
期
、
様
式
を
変
更
す
る
。

3　
予
定
価
格
の
透
明
性
の
向
上

　

工
事
・
業
務
設
計
書
の
「
内
訳
書
（
一
次
単
価
表
ま
で
）」

の
公
表
時
期
を
前
倒
し
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
契
約
締
結
日
か
ら
原
則
14
日
後
に
公
表

　

【
現　

行
】

　
　

・
契
約
締
結
日
か
ら
１
か
月
後
に
公
表

4　
建
設
現
場
の
環
境
改
善

　

建
設
現
場
の
更
な
る
環
境
改
善
等
を
図
る
た
め
、
快
適
ト

イ
レ
の
設
置
対
象
工
事
を
拡
大
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
設
計
金
額
が
３
千
万
円
以
上
の
工
事

　

【
現　

行
】

　
　

・
設
計
金
額
が
５
千
万
円
以
上
の
工
事

【
建
設
企
業
・
技
術
者
の
適
正
な
評
価
】

1　
建
設
企
業
の
評
価
制
度
の
見
直
し

　

国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
経
営
事
項
審
査
に
お
い
て
環
境

省
が
定
め
る
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
認
証
企
業
が
評
価
対

象
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
格
付
け
に
お
け
る
評
価
は
廃
止

す
る
。

　

ま
た
、
格
付
け
に
お
け
る
「
技
術
者
」
及
び
「
建
設
業
従

事
職
員
」
の
評
価
基
準
を
見
直
す
と
と
も
に
、
格
付
け
に
係

る
書
類
の
一
部
を
提
出
不
要
と
す
る
。

実
施
内
容

①　
「
格
付
け
」
に
お
け
る
評
価
項
目
を
見
直
す
。

　

・
経
営
事
項
審
査
に
お
い
て
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
認

証
企
業
に
対
す
る
加
点
を
行
う
た
め
、
従
前
の
格
付
け

に
お
け
る
加
点
を
廃
止
す
る
。（
３
点
）

　
　
※
経
営
事
項
審
査
に
お
け
る
加
点
は
令
和
５
年
度
か
ら

適
用

　
　
　
格
付
け
に
お
け
る
加
点
の
廃
止
は
令
和
６
年
度
か
ら

適
用

②　
「
格
付
け
」
に
お
け
る
評
価
基
準
を
見
直
す
。

　

・「
技
術
者
」
及
び
「
建
設
業
従
事
職
員
」
に
対
す
る
評

価
に
お
け
る
「
継
続
雇
用
期
間
」
を
見
直
す
。

　
　
※
令
和
７
年
度
の
格
付
け
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
経
営
事
項
審
査
の
審
査
基
準
日
に
お
い
て
「
６
か
月

超
の
継
続
雇
用
」
を
評
価

　

【
現　

行
】

　
　

・
経
営
事
項
審
査
の
審
査
基
準
日
に
お
い
て
「
１
年
以

上
の
継
続
雇
用
」
を
評
価

2　
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
評
価
の
見
直
し

　

工
事
の
特
性
や
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
て
、
企
業
の
技
術

力
や
担
い
手
確
保
に
資
す
る
取
組
を
適
切
に
評
価
す
る
た

め
、
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
評
価
を
見
直
す
。

実
施
内
容

①　
優
良
建
設
技
術
者
表
彰
の
評
価
項
目
を
追
加
す
る
。

　

・
企
業
や
配
置
予
定
技
術
者
の
施
工
能
力
を
適
正
に
評
価

す
る
た
め
、「
優
良
建
設
技
術
者
表
彰
」
の
評
価
項
目

を
新
設
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
企
業
の
施
工
能
力
：

　
　
　
「
優
良
工
事
表
彰
」
の
受
賞
を
評
価

（
知
事
賞
５
点
、
部
長
賞
２
点
）

　
　

・
配
置
予
定
技
術
者
の
施
工
能
力
：

　
　
　
「
優
良
建
設
技
術
者
表
彰
」
の
受
賞
を
評
価

（
知
事
賞
３
点
、
部
長
賞
１
点
）

　

【
現　

行
】

　
　

・
企
業
の
施
工
能
力
：

　
　
　
「
優
良
工
事
表
彰
」、「
優
良
建
設
技
術
者
表
彰
」
の

受
賞
を
評
価�

（
知
事
賞
５
点
、
部
長
賞
２
点
）

　
　

・
配
置
予
定
技
術
者
の
施
工
能
力
：
な
し

　
　
　

※
総
合
評
価
落
札
方
式
の
評
価
項
目
の
配
点
合
計
を

超
え
る
加
算
は
し
な
い
も
の
と
す
る
。

②　
45
歳
未
満
の
技
術
者
の
工
事
成
績
評
価
期
間
を
延
長
す

る
。

　

・
建
設
業
の
担
い
手
育
成
を
図
る
た
め
、「
配
置
予
定
技

術
者
の
施
工
能
力
」
の
工
事
成
績
の
評
価
期
間
を
延
長

す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
入
札
公
告
日
時
点
で
45
歳
未
満
：

　
　
　

過
去
15
か
年
度
及
び
当
該
年
度
の
入
札
公
告
日
ま
で

　
　

・
入
札
公
告
日
時
点
で
45
歳
以
上
：

　
　
　

過
去
10
か
年
度
及
び
当
該
年
度
の
入
札
公
告
日
ま
で

　

【
現　

行
】

　
　

・
入
札
公
告
日
時
点
で
40
歳
未
満
：

　
　
　

過
去
15
か
年
度
及
び
当
該
年
度
の
入
札
公
告
日
ま
で

　
　

・
入
札
公
告
日
時
点
で
40
歳
以
上
：

　
　
　

過
去
10
か
年
度
及
び
当
該
年
度
の
入
札
公
告
日
ま
で

③　
「
登
録
基
幹
技
能
者
」
の
評
価
対
象
を
拡
大
す
る
。

　

・
品
質
・
コ
ス
ト
・
安
全
面
に
お
け
る
質
の
高
い
施
工
を

確
保
す
る
た
め
、「
登
録
基
幹
技
能
者
」
の
評
価
対
象

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
評
価
要
件
を
緩
和
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用
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【
改
正
後
】

　
　

・
設
計
金
額
１
億
円
以
上
の
工
事

　
　

・
自
社
又
は
主
た
る
営
業
所
が
徳
島
県
内
に
あ
る
下
請

企
業
に
所
属
す
る
登
録
基
幹
技
能
者
や
下
請
企
業
に

所
属
す
る
県
内
在
住
の
登
録
基
幹
技
能
者
の
配
置
を

評
価
（
２
点
）

　

【
現　

行
】

　
　

・
設
計
金
額
２
億
円
以
上
（
簡
易
型
、
標
準
型
）
の
工

事
（
令
和
２
年
度
ま
で
は
、
１
億
円
以
上
）

　
　

・
自
社
又
は
下
請
企
業
に
所
属
す
る
県
内
在
住
の
登
録

基
幹
技
能
者
の
配
置
を
評
価
（
２
点
）

④　
「
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
認
定
」企
業
の
評
価
対
象
を
拡
大
す
る
。

　

・
建
設
企
業
の
事
業
継
続
力
や
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、「
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
認
定
」
企
業
の
評
価
対
象

を
拡
大
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
度
：
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
令
和
６
年
度
】

　
　

・
設
計
金
額
１
億
円
以
上
の
工
事
（
１
億
円
以
上
２
億

円
未
満
：
３
点
、
２
億
円
以
上
：
５
点
）

　
　
※
令
和
７
年
度
：
令
和
７
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
令
和
７
年
度
】

　
　

・
設
計
金
額
５
千
万
円
以
上
の
工
事
（
３
点
）

　
　
　
（
５
千
万
円
以
上
２
億
円
未
満
：
３
点
、２
億
円
以
上
：

５
点
）

　

【
現　

行
】

　
　

・
設
計
金
額
２
億
円
以
上
（
簡
易
型
、
標
準
型
）
の
工

事
（
５
点
）

　
　
　
（
令
和
２
年
度
ま
で
は
、
１
億
円
以
上
）

⑤　
「
継
続
学
習（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）」に
係
る
評
価
基
準
を
継
続
す
る
。

　

・
働
き
方
改
革
の
推
進
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
対

応
す
る
た
め
、
土
木
一
式
工
事
及
び
建
築
一
式
工
事
で

適
用
し
て
い
る
配
置
予
定
技
術
者
の
「
継
続
学
習
（
Ｃ

Ｐ
Ｄ
）」
に
係
る
取
得
単
位
数
の
評
価
に
つ
い
て
、
当

面
の
間
の
措
置
を
継
続
す
る
。

　
　

・
有
効
期
間
：
過
去
７
か
年
度
及
び
当
該
年
度
の
入
札

公
告
日
ま
で

　

【
改
正
後
】

　
　

・
当
面
の
間
の
措
置
を
継
続

　

【
現　

行
】

　
　

・
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
当
面
の
間
の
措
置
を
廃
止

⑥　
業
界
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
、「
橋
梁
塗
装
工
事
」

に
お
け
る
評
価
を
見
直
す
。

　

⑴　

地
元
企
業
育
成
の
観
点
か
ら
、
地
域
精
通
度
（
主
た

る
営
業
所
の
所
在
）
を
評
価
加
点
す
る
。

　
　
※
令
和
７
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

　

⑵　

地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
災
害
時
支
援

協
定
を
加
点
評
価
す
る
。（
５
点
）

　
　
※
令
和
７
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

　

⑶　

過
去
の
実
績
を
適
切
に
評
価
す
る
た
め
、「
企
業
の

施
工
能
力
」、「
配
置
予
定
技
術
者
の
施
工
能
力
」
の
工

事
成
績
の
評
価
期
間
を
、当
面
の
間
、「
過
去
15
か
年
度
」

に
延
長
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
過
去
15
か
年
度
及
び
当
該
年
度
の
入
札
公
告
日
ま
で

　

【
現　

行
】

　
　

・
過
去
10
か
年
度
及
び
当
該
年
度
の
入
札
公
告
日
ま
で

⑦　
営
繕
課
発
注
の
委
託
業
務
に
お
い
て
総
合
評
価
落
札
方

式
を
試
行
す
る
。

　

・
営
繕
課
発
注
の
設
計
金
額
５
千
万
円
以
上
の
委
託
業
務

に
お
い
て
、
総
合
評
価
落
札
方
式
を
試
行
す
る
。

　
　
※
令
和
７
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

２　
建
設
分
野
の
Ｄ
Ｘ
実
装

【
生
産
性
の
向
上
】

1　i-Construction

の
推
進

　

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工

事
（
土
工
）
に
お
い
て
、「
発
注
者
指
定
型
」
を
試
行
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

2　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
活
用
促
進

　

技
能
者
の
適
切
な
処
遇
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
活
用
モ
デ
ル
工
事
」
の
「
受
注
者
希

望
型
」
の
対
象
を
拡
大
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
設
計
金
額
５
千
万
円
以
上
の
工
事

　

【
現　

行
】

　
　

・
試
行
工
事
で
実
施

3　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導
入
に
向
け
た
取
組
の
加
速

　

建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
・
高
度
化
を
図
る

た
め
、
委
託
業
務
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
「
受
注

者
希
望
型
」
を
導
入
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

評
価
基
準

配
点

主
た
る
営
業
所
が
○
○
局
管
内
に
あ
る

上
記
以
外

10
点

０
点
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【
改
正
後
】

　
　

・
受
注
者
希
望
型
で
実
施

　

【
現　

行
】

　
　

・
試
行
業
務
で
実
施

4　
非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
型
の
働
き
方
を
拡
大

　

非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
型
の
働
き
方
を
拡
大
し
、
業
務
の
効

率
化
を
図
る
。

実
施
内
容

①
契
約
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、「
電
子
契
約
」
を
導

入
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
書
面
契
約
ま
た
は
電
子
契
約

　

【
現　

行
】

　
　

・
書
面
契
約

②　
契
約
保
証
及
び
前
払
金
保
証
に
係
る
保
証
証
書
に
つ
い

て
、「
電
子
証
書
」
に
よ
る
取
り
扱
い
を
可
能
と
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
書
面
に
よ
る
保
証
証
書
ま
た
は
電
子
保
証

　

【
現　

行
】

　
　

・
書
面
に
よ
る
保
証
証
書
を
提
出

③　
設
計
金
額
１
億
円
以
上
の
工
事
に
お
け
る
落
札
候
補
者

の
確
認
書
類
に
つ
い
て
、「
電
子
メ
ー
ル
」
で
の
提
出
を

可
と
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
書
面
提
出
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

　

【
現　

行
】

　
　

・
書
面
提
出

④　
指
名
競
争
入
札
に
お
け
る
「
入
札
辞
退
届
」
の
提
出
を

指
名
通
知
を
受
理
し
た
日
か
ら
可
能
と
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
指
名
通
知
を
受
理
し
た
日
か
ら

　
【
現　

行
】

　
　

・
入
札
期
間
中
に
提
出

⑤　
「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
第
10
条
の
届
出
」
の
電
子
申
請

を
導
入
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
運
用
開
始

　

【
改
正
後
】

　
　

・
書
面
提
出
又
は
電
子
申
請

　

【
現　

行
】

　
　

・
書
面
提
出

⑥　
「
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）」
及
び
「
遠
隔
臨
場
」

を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

　

⑴　

情
報
共
有
の
迅
速
化
や
移
動
時
間
の
削
減
を
図
る
た

め
、「
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）」
及
び
「
遠
隔

臨
場
」
の
「
発
注
者
指
定
型
」
の
対
象
を
拡
大
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件

か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
設
計
金
額
が
３
千
万
円
以
上
の
土
木
工
事

　

【
現　

行
】

　
　

・
設
計
金
額
が
５
千
万
円
以
上
の
土
木
工
事

　

⑵　
「
発
注
者
指
定
型
」、「
受
注
者
希
望
型
」
を
問
わ
ず
、

通
信
環
境
（
衛
星
通
信
等
）
の
整
備
に
必
要
な
費
用
を

計
上
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

⑦　
委
託
業
務
に
お
い
て
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
」
及
び
「
Ｗ
ｅ

ｂ
検
査
」
を
促
進
す
る
。

　

⑴　
「
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
」
の
「
発
注
者
指
定
型
」
の
対
象
を

拡
大
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
設
計
金
額
が
５
百
万
円
以
上
の
委
託
業
務

　

【
現　

行
】

　
　

・
設
計
金
額
が
１
千
万
円
以
上
の
委
託
業
務

　

⑵　

設
計
金
額
１
千
万
円
以
上
の
委
託
業
務
で
「
Ｗ
ｅ
ｂ

検
査
」
を
導
入
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

３　
建
設
産
業
の
賃
上
げ
促
進

【
建
設
工
事
従
事
者
の
賃
金
水
準
の
向
上
】

1　
重
層
的
下
請
構
造
の
改
善

　
「
重
層
的
下
請
構
造
」
の
改
善
に
向
け
、
モ
デ
ル
工
事
等

に
よ
る
「
実
態
調
査
・
分
析
」
を
実
施
す
る
。

2　
適
正
な
工
事
費
の
算
定

　

県
単
価
と
実
勢
価
格
に
著
し
く
乖
離
が
生
じ
て
い
る
資
材

等
に
つ
い
て
、「
特
別
調
査
」
や
「
見
積
り
」
を
活
用
し
、

適
切
な
工
事
費
の
算
定
を
行
う
。

４　
県
土
強
靱
化
の
加
速

【
県
土
強
靱
化
事
業
の
迅
速
な
執
行
】

1　
現
場
代
理
人
の
兼
務
要
件
の
緩
和

　

企
業
の
施
工
体
制
強
化
の
た
め
、
当
面
の
間
、
現
場
代
理

人
の
兼
務
要
件
を
緩
和
す
る
。
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※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

2　
災
害
復
旧
工
事
の
円
滑
な
執
行

　

災
害
時
に
応
急
復
旧
工
事
を
行
っ
た
者
は
、
当
該
工
事
箇

所
に
お
け
る
本
復
旧
工
事
の
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
有
す

る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
格
付
け
上
位
等
級
工
事
へ
の
参

加
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支
援
型
工
事
」
を
適
用
す
る
場

合
に
限
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

3　
受
発
注
者
共
同
に
よ
る
委
託
業
務
の
品
質
確
保

　

委
託
業
務
に
お
い
て
、
発
注
者
、
受
注
者
（
測
量
、
地
質
、

調
査
、
設
計
）
双
方
で
設
計
条
件
・
方
針
を
的
確
に
共
有
で

き
る
場
「
合
同
現
地
踏
査
」
を
創
設
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

５　
建
設
産
業
へ
の
支
援

【
県
内
企
業
の
活
用
推
進
と
負
担
軽
減
】

1　
県
内
企
業
の
活
用
推
進

　

県
内
企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
と
雇
用
を
維
持
す
る
た

め
、「
県
内
企
業
優
先
発
注
及
び
県
内
産
資
材
の
優
先
使
用

の
た
め
の
実
施
指
針
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
県
内
企
業

へ
の
優
先
発
注
等
を
推
進
す
る
。

実
施
内
容

①　
県
内
企
業
へ
の
優
先
発
注

　

⑴　

原
則
と
し
て
、「
県
内
企
業
の
選
定
」
及
び
「
県
内

産
資
材
の
使
用
」
等
、
引
き
続
き
、 

県
内
企
業
へ
の
優

先
発
注
を
推
進
す
る
。

　

⑵　

工
事
用
看
板
等
の
県
内
産
木
材
に
つ
い
て
、
工
事
成

績
評
定
の
要
件
を
緩
和
す
る
。

　
　
※
令
和
６
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用

　

【
改
正
後
】

　
　

・
新
規
購
入
す
る
場
合

　

【
現　

行
】

　
　

・
購
入
量
が
0.1 

m3
以
上
の
場
合

2　
講
習
会
の
実
施
等
に
よ
る
支
援

①　
入
札
等
支
援

　

⑴　

入
札
等
支
援
講
習
会
の
実
施

　
　
　

入
札
参
加
に
必
要
な
見
積
り
、
総
合
評
価
落
札
方
式

や
施
工
体
制
な
ど
の
基
礎
知
識
取
得
を
支
援
す
る
た

め
、
継
続
学
習
制
度
に
基
づ
く
認
定
講
習
と
し
て
、
引

き
続
き
入
札
等
支
援
講
習
会
を
実
施
す
る
。

②　
電
子
化
支
援

　

⑴　

電
子
納
品
の
個
別
相
談
会
等
の
実
施

　
　
　

土
木
工
事
等
に
お
け
る
電
子
納
品
に
関
し
て
、
個
別

相
談
会
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
習
熟
度
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
取
組
を
推
進
す
る
。

　

⑵　

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
の
拡
大

　
　
　

入
札
参
加
者
が
県
工
事
の
入
札
と
市
町
村
工
事
の
入

札
を
同
一
環
境
で
行
え
る
よ
う
、
市
町
村
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
徳
島
県
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用

の
拡
大
を
推
進
す
る
。

③　
建
設
業
支
援

　

⑴　

建
設
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
　
　

建
設
業
へ
の
Ｄ
Ｘ
普
及
を
図
る
た
め
、
平
成
長
久
館

と
連
携
し
、
経
営
者
向
け
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
や

i-Construction

を
担
う
技
術
者
を
育
成
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
技
術
講
習
会
等
、
各
種
講
習
会
を
開
催
す
る
。

　

⑵　

現
場
代
理
人
・
主
任
技
術
者
等
の
適
切
か
つ
効
率
的

な
配
置

　
　
　

建
設
企
業
が
技
術
者
等
を
適
切
か
つ
効
率
的
に
配
置

で
き
る
よ
う
、
複
雑
な
取
扱
い
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
「
現
場
代
理
人
及
び
主
任
技
術
者
等
設
置
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
併
せ
、
迅
速

に
改
定
す
る
と
と
も
に
、建
設
企
業
へ
の
周
知
を
図
る
。

　

⑶　

建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
認
定

　
　
　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
発
生
時

に
備
え
、
建
設
企
業
が
取
り
組
む
「
徳
島
県
建
設
業
Ｂ

Ｃ
Ｐ
」
の
策
定
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
認
定
企
業
に

対
す
る
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
。

　

⑷　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
市
町
村
と
の
共
同
受
付

　
　
　

建
設
企
業
の
負
担
軽
減
と
県
及
び
市
町
村
の
事
務
の

合
理
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
申
請
窓
口
の
県
へ
の

一
元
化
や
申
請
書
類
の
共
有
化
を
実
施
す
る
。

項目 改正前 改正後
①兼務件数 ３件まで ３件まで
②距離等 同一市町村内又は工事間直線

距離が概ね10km以内
同一市町村内又は工事間直線
距離が10km以内

③当初請負
　代金額

4,000 万円未満
兼務する全ての工事が、「災
害復旧」や「防災・減災、国
土強靱化」のため、同一河川
で実施する河川工事に限り、
請負代金額の上限額の適用を
除外することができる。ただ
し、監理技術者の配置を要す
る工事を除く。

4,000 万円未満
兼務する全ての工事が、
・「災害復旧」や「防災・減災、
国土強靱化」のため、同一
河川で実施する河川工事
　又は、
・工事間直線距離が１㎞以内
の工事
に限り、上限額の適用を除外
することができる。ただし、
監理技術者の配置を要する工
事を除く。
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令
和
六
年
二
月
十
五
日
（
木
）、
徳
島
県
立
那
賀
高
等
学

校
に
お
い
て
、
普
通
科
総
合
コ
ー
ス
二
年
生
二
十
一
名
を
対

象
に
、
土
育
出
前
授
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
山
間
地
域
に
お
い
て
過
疎
・
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
に

お
け
る
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
建
設
業
の
担

い
手
対
策
と
し
て
、
県
内
で
在
学
中
の
高
校
生
に
対
し
、「
地

域
に
密
着
し
た
治
山
林
道
事
業
」を
紹
介
す
る
機
会
を
設
け
、

治
山
林
道
事
業
の
意
義
等
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
那
賀
高
校
出
身
の
県
職
員
ら
に
よ
る
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
及
び
動
画
を
用
い
た
治
山
林
道
事
業
の
説
明

後
、
地
元
で
事
業
に
従
事
す
る
技
術
者
等
に
よ
る
業
務
紹
介

や
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て
の
仕
事
の
や
り
が
い
等
を
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
年
後
に
は
社
会
に
出
る
高
校
生
に
贈
る
「
労
働

災
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
！
」
と
題
し
た
特
別
講
義
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

授
業
後
は
、「
何
を
き
っ
か
け
に
こ
の
道
を
選
ん
だ
」
な

ど
の
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
進
路
を
考
え

る
上
で
、
建
設
業
を
選
肢
の
一

つ
に
加
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
普
及
啓
発
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
講
　
師

　
　

徳
島
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課

主
任
主
事　

雑　

賀　

真　

人

　
　

西
部
総
合
県
民
局�

主
事　

岡　

本　

七　

海

　
　

株
式
会
社
小
野
組�

小　

杉　

政　

憲

　
　

株
式
会
社
新
居
組�

石　

本　

泰　

子

蔭　

佐　

や
よ
い

　
　

藤
井
鉄
工
建
設
株
式
会
社�

藤　

井　
　
　

傑

　
特
別
講
義
講
師

　
　

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全
課

�

地
方
産
業
安
全
専
門
官　

吉　

成　

俊　

輔

＊ 

敬
称
は
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

土育出前授業のオリエンテーション

雑賀主任主事・岡本主事による「治山林道事業」の内容説明

株式会社新居組
石本　泰子・蔭佐　やよい

株式会社小野組
小杉　政憲

徳島労働局労働基準部健康安全課
地方産業安全専門官　吉成　俊輔

藤井鉄工建設株式会社
藤井　傑

令
和
５
年
度
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

土
育
出
前
授
業
の
開
催
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令
和
六
年
一
月
一
日
の
夕
方
に
発
生
し
た
「
令
和
六
年
能

登
半
島
地
震
」
で
は
、
石
川
県
の
能
登
地
方
を
中
心
に
建
物

の
倒
壊
を
は
じ
め
道
路
や
上
下
水
道
施
設
等
の
イ
ン
フ
ラ
に

甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
林
道
に
つ
い
て
も
被
害

が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
全
国
知
事
会
」
の
要
請
を

受
け
、
被
災
地
支
援
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
度
の
被
災
地
支
援
と
し
て
、
私
を
含
め
徳
島

県
の
林
道
担
当
職
員
四
人
が
行
っ
た
の
は
「
林
道
の
被
害
状

況
の
調
査
」
で
、
四
人
が
一
週
間
毎
に
調
査
を
行
い
、
私
は

第
一
陣
と
な
る
令
和
六
年
三
月
三
日
か
ら
三
月
九
日
（
三
月

三
日
・
九
日
移
動
日
）
ま
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
県
ま
で
の
交
通
手
段
は
、
高
速
バ
ス
・
電
車
に
て
石

川
県
金
沢
市
ま
で
行
き
、
石
川
県
庁
か
ら
林
道
被
害
状
況
調

査
地
ま
で
は
、石
川
県
の
公
用
車
に
て
移
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
三
月
四
日
は
石
川
県
庁
に
集
合
し
、
各
都
道
府
県

か
ら
被
災
地
支
援
に
き
て
お
り
ま
し
た
林
道
担
当
職
員
が
石

川
県
庁
職
員
か
ら
調
査
内
容
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

説
明
後
は
石
川
県
の
公
用
車
に
て
調
査
の
拠
点
事
務
所
で
あ

る
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
総
合
事
務

所
ま
で
の
道
中
は
、高
規
格
幹
線
道
路
（
自
動
車
専
用
道
路
）

が
志
賀
町
（
能
登
半
島
の
中
央
部
）
あ
た
り
か
ら
被
災
し
て

お
り
、
一
車
線
が
仮
復
旧
し
て
い
る
た
め
、
よ
う
や
く
通
行

が
出
来
る
状
況
で
し
た
。

　

調
査
の
拠
点
事
務
所
で
あ
る
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所

は
、
の
と
里
山
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
中
に
、
空
港
施
設
と

能
登
行
政
セ
ン
タ
ー
と
し
て
併
設
さ
れ
て
い
る
事
務
所
で
、

奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
で
は
実
際
に
調
査
を
行
う
調
査
方

法
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
で

の
説
明
後
は
、
徳
島
県
の
林
道
調
査
担
当
市
の
珠
洲
市
役
所

に
行
き
、
市
の
担
当
職
員
よ
り
珠
洲
市
の
林
道
の
概
要
説
明

を
う
け
、
珠
洲
市
が
作
成
し
た
優
先
順
位
の
高
い
林
道
（
連

絡
林
道
等
）
か
ら
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
方
法
は
一
班
三
名
で
、
テ
ー
プ
（
巻
き
尺
）
と
ポ
ー

ル
に
て
被
災
延
長
を
確
認
し
、
山
地
災
害
調
査
ア
プ
リ
（
林

道
災
害
調
査
用
・survey1

・2

・3

）
に
て
現
地
状
況
写
真
を

撮
影
し
、
調
査
デ
ー
タ
と
し
て
調
査
年
月
日
・
路
線
名
・
被

災
市
町
村
名
・
災
害
発
生
年
月
日
・
災
害
区
分
被
災
形
態
・

被
災
原
因
・
被
災
延
長
・
復
旧
工
種
・
概
算
復
旧
事
業
費
・

調
査
写
真
を
災
害
調
査
ア
プ
リ
に
入
力
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

災
害
調
査
ア
プ
リ
（
林
道
災
害
調
査
用
・survey1

・2

・3

）

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
も
つ
い
て
お
り
、
調
査
箇
所
の
位
置
も
分

か
り
、
入
力
方
法
も
簡
単
で
あ
る
の
で
今
後
、
徳
島
県
も
災

害
時
に
活
用
出
来
れ
ば
便
利
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
私
の
派
遣
期
間
中
に
林
道
被
害
状
況
調
査
を
行
い

ま
し
た
林
道
は
、
宝
立
山
線
・
中
田
線
・
山
去
線
で
、
宝
立

森
林
土
木
担
当
　課
長
補
佐
　黒
　川
　啓
　司

森
林
土
木
担
当
　課
長
補
佐
　黒
　川
　啓
　司

徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部（
三
好
）

徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部（
三
好
）

石
川
県
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

　
　
　林
道
被
害
状
況
調
査
に
つ
い
て

石
川
県
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

　
　
　林
道
被
害
状
況
調
査
に
つ
い
て

高
規
格
幹
線
道
路
の
被
災
状
況

奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所

同
所
に
て
調
査
方
法
等
の
説
明
状
況

珠
洲
市
役
所
に
て
打
合
せ
状
況

林
道
調
査
状
況

後
藤
田
知
事
の
激
励
訪
問
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山
線
は
延
長
約
一
〇
㎞
あ
る
連
絡
林
道
で
、
中
田
線
・
山
去

線
は
宝
立
山
線
か
ら
の
支
線
と
な
っ
て
お
り
、
調
査
初
日
の

宝
立
山
線
の
被
災
状
況
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
地
震
に
よ
り
亀

裂
が
入
り
、
路
体
も
崩
壊
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

調
査
初
日
の
調
査
終
了
後
に
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
ま

で
帰
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
後
藤
田
知
事
が
奥
能
登
総
合
農
林

事
務
所
ま
で
来
ら
れ
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

調
査
期
間
中
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
六
時
起
床
・
七
時
朝

食
・
八
時
に
国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家
を
出
発
・
九
時

三
十
分
に
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
十

時
に
現
地
調
査
へ
出
発
・
十
五
時
三
十
分
頃
ま
で
に
現
地
調

査
を
終
え
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
へ
帰
庁
・
十
八
時
に
宿

舎
へ
到
着
・
十
九
時
三
十
分
ま
で
に
夕
食
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
す
。

　

調
査
初
日
は
宿
舎
に
帰
っ
て
く
る
の
が
遅
く
な
り
（
二
十

時
）
宿
舎
で
夕
食
を
と
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
宿

舎
近
く
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で
食
事
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
期
間
中
の
宿
舎
は
、
石
川
県
羽
咋
市
の
国
立
能
登
青

少
年
交
流
の
家
で
一
部
屋
に
十
二
名
で
調
査
期
間
中
は
、
他

の
都
道
府
県
職
員
と
食
事
の
時
に
話
を
す
る
な
ど
、
寝
食
を

共
に
す
る
こ
と
に
よ
り
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

三
月
五
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
（
調
査
二
日
目
か
ら
四
日

目
ま
で
）
は
現
地
状
況
調
査
を
行
い
、
宿
舎
か
ら
林
道
調
査

箇
所
ま
で
は
約
一
〇
〇
㎞
あ
り
、
道
中
は
地
震
に
よ
り
被
災

を
う
け
、
道
が
凸

凹
に
な
っ
て
い
る

箇
所
が
何
カ
所
も

あ
り
、
宿
舎
か
ら

調
査
箇
所
ま
で
は

車
で
約
三
時
間
か

か
り
ま
し
た
。（
被

災
を
う
け
て
い
な

い
宿
泊
施
設
が
林

道
調
査
箇
所
よ
り
離
れ
て
い
る
た
め
。）

　

調
査
箇
所
の
状
況
は
、
路
体
崩
壊
・
法
面
崩
壊
・
路
面
に

亀
裂
が
発
生
・
立
木
が
林
道
沿
線
の
電
線
に
倒
れ
て
い
る
箇

所
も
見
ら
れ
、
通
常
の
降
雨
等
の
被
災
に
比
べ
、
地
震
に
よ

る
被
災
は
切
土
と
盛
土
の
境
が
被
災
し
、
路
面
に
つ
い
て
は

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
箇
所
は
亀
裂
の
発
生
等
、
地
震
独
自
の

被
災
が
見
ら
れ
、調
査
箇
所
の
林
道
が
被
災
し
て
い
た
た
め
、

徒
歩
に
よ
る
調
査
を
一
日
に
往
復
約
五
～
六
㎞
行
い
ま
し
た
。

　

三
月
八
日
（
調
査
最
終
日
）
は
、
奥
能
登
農
林
総
合
事
務

所
で
被
災
調
査
箇
所
の
調
査
デ
ー
タ
の
整
理
（
概
算
復
旧
事

業
費
の
確
認
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
石
川
県
に
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
林
道
被
災
状
況

調
査
に
行
く
こ
と
に
よ
り
林
道
被
災
状
況
の
確
認
、
ま
た

ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
、
地
震
に
よ
り
発
生
し
た

輪
島
市
市
ノ
瀬
町
の
土
石
流
の
発
生
現
場
や
、
地
震
で
海
岸

線
が
隆
起
し
た
現
場
を
、
車
で
の
移
動
中
の
車
内
か
ら
で
は

あ
り
ま
す
が
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
他
県
の
林
道
担
当
者
と
も
知
り
合
う
こ
と
に
よ

り
、
色
々
と
情
報
交
換
も
行
う
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
業
務
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

林道被災状況：路面にクラック 電線に立木が倒れている状況

林道被災状況：路体崩落 林道被災状況：切土法面崩壊

林道被災状況：路面にクラック パソコンにてデ－タ整理状況

地震による土石流発生現場状況

地震による海岸隆起状況
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◎
農
林
水
産
部
森
林
土
木
・
保
全
課

　

課
長

　
　

金　

子　

和　

親

　
　

《
鳥
獣
対
策
・
ふ
る
さ
と
創
造
課　

課
長
》

　

副
課
長

　
　

木　

本　

正　

二

　
　

《
ス
マ
ー
ト
林
業
課　

課
長
補
佐（
森
林
企
画
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

瀬　

高　

哲　

郎

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉　

課
長
補
佐
（
森

林
整
備
担
当
）》

　

主
査
兼
係
長
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

村　

上　

高　

夫

　
　

《
森
林
整
備
課　

係
長
（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
席
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

安　

丸　

浩　

志

　
　

《
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー　

副
所
長
》

　

主
任
主
事

　
　

蓮　

田　

和　

也

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉　

主
任
主
事
》

　

主
事

　
　

坂　

前　

奈
緒
也

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
波
〉　

主
事
》

◎
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉

　

課
長
補
佐
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

山　

本　

秀　

二

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉　

課
長
補
佐
（
森

林
整
備
担
当
）》

　

主
査
兼
係
長
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

下　

元　

経　

寛

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉　

主
査
兼
係
長
（
森

林
整
備
担
当
）》

　

主
任
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

滝　

根　

裕
太
郎

　
　

《
森
林
整
備
課　

主
任
》

　

主
事
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

松　

下　

亮　

太

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
吉
野
川
〉　

主
事
》

◎
東
部
農
林
水
産
局
〈
吉
野
川
〉

　

課
長
（
林
務
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

藤　

丸　

光　

人

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉　

課
長
補
佐
（
森

林
整
備
担
当
）》

　

主
席
（
林
務
担
当
）

　
　

大　

畑　

優　

作

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉　

主
席
（
林
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
）》

　

主
任
主
事
（
林
務
担
当
）

　
　

香　

川　

周　

大

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉　

主
事
》

◎
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉

　

主
席
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

大
佐
古　

弘　

美

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉　

課
長
（
森
林
整

備
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

主
任
主
事
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

原　
　

竜　

弥

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
地
域
創
生
観
光
部〈
美
馬
〉　

主
任
主
事
》

　

主
事
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

土　

居　

優　

真

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉　

主
事
》

◎
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉

　

課
長
（
森
林
土
木
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

村　

本　

吉　

広

　
　

《
森
林
整
備
課　

課
長
補
佐
（
林
地
保
全
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

面　

田　

耕　

市

　
　

《
森
林
整
備
課　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

黒　

川　

啓　

司

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉　

主
査
兼
係
長
（
森

林
整
備
担
当
）》

　

主
席
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

井　

川　

俊　

昌

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉　

課
長
（
森
林
整

備
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

主
任
主
事
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

宮　

田　

優　

一

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉　

主
事
》

　

主
事
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

松　

本　
　
　

萌

　
　

《
ス
マ
ー
ト
林
業
課　

主
事
》

　

主
事
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

鈴　

木　

隼　

人

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉　

主
事
》

　

主
事
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

長
谷
川　

恵　

水

　
　

《
新
規
採
用
》

◎
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
波
〉

　

課
長
（
林
務
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

廣　

田　

順　

也

　
　

《
ス
マ
ー
ト
林
業
課　

課
長
補
佐（
公
有
林
化
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

主
任
主
事
（
林
務
担
当
）

　
　

武　

市　
　
　

誠

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉　

主
事
》

　

主
事
（
林
務
担
当
）

　
　

岡　

本　

七　

海

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉　

主
事
》

県
人
事
異
動

◎
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉

　

課
長
（
森
林
土
木
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

臼　

杵　

正　

弘

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
出
納
室　

工
事
検
査
員
》

　

課
長
補
佐
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

宮　

本　

真　

二

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉　

課
長
補
佐
（
林

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

黒　

下　

憲　

彦

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
波
〉　

主
査
兼
係
長
（
林

務
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
土
木
担
当
）

　
　

六　

車　
　
　

淳

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉　

主
事
》

◎
治
山
・
林
道
関
係
以
外
に
転
出
及
び
退
職
さ
れ
た
方
々

　

農
林
水
産
部
付
（
県
森
林
組
合
連
合
会
派
遣
）

　
　

田　

中　

勝　

也

　
　

《
森
林
整
備
課　

課
長
》

　

西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉
次
長

　
　

伊　

藤　
　
　

岳

　
　

《
森
林
整
備
課　

副
課
長
》

　
（
任
期
満
了
）

　
　

上　

田　

信　

一　

　
　

《
森
林
整
備
課　

主
席
（
森
林
整
備
担
当
）》

　

南
部
総
合
県
民
局
出
納
室
工
事
検
査
員
兼
公
共
入
札
検
査
課
工
事
検
査
員

　
　

秋　

田　

哲　

也

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）》

　

森
林
土
木
・
保
全
課　

課
長
補
佐
（
森
林
保
全
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　

兼
都
市
計
画
課
課
長
補
佐
（
盛
土
防
災
・
事
前
復
興
担
当
）

　
　

山　

西　

昭　

広

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）》

　
（
普
通
退
職
）

　
　

西　

岡　

健　

治

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局〈
吉
野
川
〉　

課
長（
林
務
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　
（
任
期
満
了
）

　
　

豊
原　

広
之

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
吉
野
川
〉　

主
席
（
林
務
担
当
》

　

東
部
農
林
水
産
局〈
徳
島
〉　

課
長（
林
業
振
興
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

木
本　

正

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
波
〉
課
長
（
林
務
担
当
）

（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉
課
長
補
佐
（
林
業
振
興

担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

井　

川　

恭　

一

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉
課
長
補
佐
（
森
林

整
備
担
当
）》

　

森
林
土
木
・
保
全
課　

主
任
主
事
（
森
林
保
全
担
当
）

　
　

平　

山　

潮　

里

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉　

主
事
》　

（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
け
）

︽　
︾
は
旧
所
属

　治山林道事業に従事する若手技術者等を対象に、施工管理技術及び現場の安全管理向上を目的とした研修
会を以下のとおり開催いたします。

　今年度の技術研修会も、以下のとおり４会場で開催いたします。

＊ 本研修会は、継続教育学習制度（CPDS）の対象で学習プログラム（４unit）に登録する予定です。
　 サテライト会場は、ZOOMを活用し、メイン会場の研修内容を同時配信します。

＊ 本研修会は、継続教育学習制度（CPDS）の対象で学習プログラム（6 unit）に登録する予定です。
　 サテライト会場は、ZOOMを活用し、メイン会場の研修内容を同時配信します。

西 部 会 場

令和６年度　施工管理技術基本研修会の開催

「徳島県における事前防災減災の必要性」　ほか
研修内容

●林道の強靱化について
●土木技術者の原点と今後の対策セミナーⅩ
●労働安全衛生について　　　　　　　ほか

研修内容

日時：令和６年10月22日（火）　10時～17時
場所：メイン会場　徳島県建設業協会　三好支部
　　　　　　　　　　（三好市池田町マチ2425-1）
　　　サテライト会場　清月屋敷
　　　　　　　　　　（美馬市穴吹町穴吹市ノ下 100-6）

東 部 会 場

日時：令和６年10月23日（水）　10時～17時
場所：徳島県建設センター
　　　（徳島市富田浜２丁目10）

南 部 会 場

日時：令和６年10月24日（木）　10時～17時
場所：徳島県建設業協会　那賀支部
　　　（那賀町吉野字弥八かへ33-2）

令和６年度　治山林道技術研修会の開催

日時：令和６年８月６日（火）　13時～17時
場所：メイン会場　清月屋敷
　　　　　　　　　　（美馬市穴吹町穴吹市ノ下100-6）
　　　サテライト会場　徳島県建設業協会　那賀支部
　　　　　　　　　　（那賀町吉野字弥八かへ 33-2）
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　治山林道事業に従事する若手技術者等を対象に、施工管理技術及び現場の安全管理向上を目的とした研修
会を以下のとおり開催いたします。

　今年度の技術研修会も、以下のとおり４会場で開催いたします。

＊ 本研修会は、継続教育学習制度（CPDS）の対象で学習プログラム（４unit）に登録する予定です。
　 サテライト会場は、ZOOMを活用し、メイン会場の研修内容を同時配信します。

＊ 本研修会は、継続教育学習制度（CPDS）の対象で学習プログラム（6 unit）に登録する予定です。
　 サテライト会場は、ZOOMを活用し、メイン会場の研修内容を同時配信します。

西 部 会 場

令和６年度　施工管理技術基本研修会の開催

「徳島県における事前防災減災の必要性」　ほか
研修内容

●林道の強靱化について
●土木技術者の原点と今後の対策セミナーⅩ
●労働安全衛生について　　　　　　　ほか

研修内容

日時：令和６年10月22日（火）　10時～17時
場所：メイン会場　徳島県建設業協会　三好支部
　　　　　　　　　　（三好市池田町マチ2425-1）
　　　サテライト会場　清月屋敷
　　　　　　　　　　（美馬市穴吹町穴吹市ノ下 100-6）

東 部 会 場

日時：令和６年10月23日（水）　10時～17時
場所：徳島県建設センター
　　　（徳島市富田浜２丁目10）

南 部 会 場

日時：令和６年10月24日（木）　10時～17時
場所：徳島県建設業協会　那賀支部
　　　（那賀町吉野字弥八かへ33-2）

令和６年度　治山林道技術研修会の開催

日時：令和６年８月６日（火）　13時～17時
場所：メイン会場　清月屋敷
　　　　　　　　　　（美馬市穴吹町穴吹市ノ下100-6）
　　　サテライト会場　徳島県建設業協会　那賀支部
　　　　　　　　　　（那賀町吉野字弥八かへ 33-2）
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第40回

【
締
め
切
り
】令
和
６
年
５
月
31
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

主
催
　
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

●
最
優
秀
賞　
一
点

　

賞
状
及
び
副
賞
（
二
万
円
相
当
の
商
品
券
）

●
優
秀
賞　
三
点

　

賞
状
及
び
副
賞
（
一
万
円
相
当
の
商
品
券
）

●
佳　
　
作　
五
点

　

賞
状
及
び
副
賞
（
五
千
円
相
当
の
商
品
券
）

●
写
真
内
容

　
　

治
山
林
道
工
事
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
構
造

物
と
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
た
風
景
。

　
　

又
は
森
林
の
果
た
す
役
割
、
森
林
と
人
間

と
の
か
か
わ
り
、森
林
と
水
辺
の
景
観
な
ど
。

●
応
募
資
格

　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
、
又
は
通
学
、
勤
務

す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
方
。

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
・
表
彰

●
応
募
規
定

▪
撮
影
場
所

　

県
内
で
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

▪
作
品
の
規
格

　

カ
ラ
ー
の
キ
ャ
ビ
ネ
判
（
一
二
・
七
㎝
×

一
七
・
八
㎝
）
で
プ
リ
ン
ト
し
て
、
デ
ー
タ

（
五
〇
〇
万
画
素
以
上
）
を
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ

も
し
く
は
メ
モ
リ
ー
に
保
存
し
て
添
付
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
作
品
ご
と
に
応
募
票
（
自

作
可
）
を
貼
り
付
け
て
下
さ
い
。

▪
応
募
作
品
は
未
発
表
に
限
り
ま
す
。応
募
作

品
の
数
は
問
い
ま
せ
ん
。応
募
作
品
の
返
却

は
致
し
ま
せ
ん
。

▪
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

●
そ
の
他

▪
入
賞
通
知

　

令
和
六
年
六
月

　

入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
ほ
か
、「
治
山
林

道
協
会
報
」
に
発
表
し
ま
す
。

▪
審
査

　

主
催
者
が
委
嘱
す
る
審
査
員

　

〒
七
七
〇

－

〇
九
三
九

　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一
丁
目
二
十
九
番
地

　

徳
島
県
森
林
協
会
内
（
二
階
）

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会

　
　
　
　「
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
八

－

六
五
三

－

三
三
一
五

作
品
・
送
り
先

写
真
テ
ー
マ

❶ 

テ
ー
マ

　

山
地
災
害
の
防
止
、
森
林
や
治
山
事
業
の
効
果
、

防
災
意
識
の
高
揚
な
ど
を
広
く
国
民
に
呼
び
か
け

る
も
の

　
受
賞
作
品

　「
森
の
木
々
　
命
を
守
る
　
希
望
の
根
」

　「
い
ろ
ん
な
き
　な
か
よ
く
そ
だ
っ
て
　や
ま
ま
も
る
」

❷ 

応
募
方
法

　

郵
便
は
が
き
等
に
作
品
や
氏
名
、
住
所
等
を
記
載

し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

❸ 

締
め
切
り

　

令
和
六
年
八
月
末
日

❹ 

応
募
先

　

〒
七
七
〇

－

〇
九
三
九

　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一
丁
目
二
十
九
番
地

　

徳
島
県
森
林
協
会
内
（
二
階
）

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
「
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
八

－

六
五
三

－

三
三
一
五

山
地
災
害
防
止

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

主
催
　（一
社
）日
本
治
山
治
水
協
会

山
地
災
害
防
止

作
品
募
集

令和6年度

日時：令和６年７月１日（月） 　PM３：30～
場所：徳島県建設センター（徳島市富田浜二丁目）

第66回　徳島県治山林道協会通常総会お知らせ

▲ 第39回最優秀賞

ホームページをリニューアルしました！

田

　村

　
　
　悠
　さ
ん

「
木
の
ね
っ
こ

　　が
ん
ば
れ
が
ん
ば
れ

　
　
　
　
　
　山
ま
も
れ
」

　
上
勝
小
学
校
三
年
生
の
田
村
悠
さ
ん
が
全

国
第
３
席
の
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

田
村
さ
ん
の
作
品
は
、「
山
は
身
近
な
存
在

で
、
木
に
は
根
を
張
っ
て
こ
れ
か
ら
も
守
っ

て
欲
し
い
。」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
上
勝
町
議
の
関
康
昭
さ
ん
が
全
国
第
３
席

の
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
関
さ
ん
の

作
品
は
、
平
成
三
十
年
に
発
生
し
た
山
腹
崩

壊
地
の
復
旧
の
状
況
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ

り
、
落
石
防
止
柵
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
安
心

感
と
急
斜
面
で
作
業
を
さ
れ
た
関
係
者
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
治
山
治
水
協
会
主
催
の
山
地
災
害
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
標
語
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
本
県
か
ら
二
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

標
語
部
門

写
真
部
門

関

　
　
　康

　昭
　さ
ん

治
山（
災
害
復
旧
）

　この度、徳島県治山林道協会
ホームページが、大幅にリニュー
アルされました。このリニューア
ルにより、デザインやページ構成
が見直され、新着情報や協会報
のバックナンバーを所蔵するアー
カイブを新たに追加しました。
　更にスマートフォンやタブレッ
トからも快適に閲覧出来るように
改善されています。
　リニューアル後のホームページ
をぜひご覧いただき、有益な情報
を提供できるよう努めてまいりま
すので、引き続きご愛顧賜ります
ようお願い申し上げます。 徳島県治山林道協会

令和５年度 山地災害防止コンクール標語・写真コンクール令和５年度 山地災害防止コンクール標語・写真コンクール
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ホームページが、大幅にリニュー
アルされました。このリニューア
ルにより、デザインやページ構成
が見直され、新着情報や協会報
のバックナンバーを所蔵するアー
カイブを新たに追加しました。
　更にスマートフォンやタブレッ
トからも快適に閲覧出来るように
改善されています。
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をぜひご覧いただき、有益な情報
を提供できるよう努めてまいりま
すので、引き続きご愛顧賜ります
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編 集 後 記 本協会の主な動向（１月～３月）
１月
17日㈬　令和５年度第２回全国治山林道協会長会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）
　　　　令和６年度民有林振興会通常総会（東京都）

18日㈭　日本林業再生における協会活動等に関する
　　　　研究会　　　　　　　　　　　　（東京都）

24日㈬　令和５年度全国森林土木建設業協会
　　　　常勤役員、事務局長等会議　　　（東京都）

２月
6 日㈫　令和６年度林道事業　国予算要望（東京都）
　　　　令和６年度治山事業　国予算要望（東京都）
15日㈭　令和５年度土育出前授業
　　　　　　　　　　　　（那賀町：那賀高等学校）

３月
6 日㈬　令和５年度土育出前授業
　　　　　　　　　　　　　　（三好市：辻小学校）

　今年の桜は、温暖化の影響で開花が早まると思われたものの、２
月の低温により開花が遅れ、満開の桜とともに新年度を迎えること
ができました。　
　さて、徳島県の令和６年度予算は、「未来に引き継げる徳島の実現」
を具現化するための知事就任後初の当初予算として編成されました。
治山林道事業は、県民の安全・安心な暮らしの実現を目指す「安心
度ＵＰ」、そして活力とにぎわいの創出を目指す「魅力度ＵＰ」の柱
に位置付けられ、治山林道関連予算は会員の皆様のご支援ご協力の
おかげで、昨年度に続き、必要額を確保することができました。
　今後とも令和７年度に終了する「国土強靱化５か年加速化対策」
後の中長期的な対策の検討を含め、引き続き予算獲得に向け取り組
んで参りたいと考えておりますので、会員の皆様方の一層のお力添
えをよろしくお願いいたします。
　また、今年度の協会事業としましては、昨年度に引き続き土育出
前授業を中心とした担い手育成対策とＣＰＤＳの対象となる研修会
の充実を図って参りたいと考えておりますので、ご指導ご鞭撻をよ
ろしくお願いいたします。

編集責任者　井関　廣幸　

「土育出前授業」で記念植樹「土育出前授業」で記念植樹
　徳島県農林水産部は、令和 6 年 3 月 6 日、三好市立辻小学校
において、二回目の土育出前授業を行いました。
　土育の総仕上げとして、創立150周年記念行事に合わせ、金竜
山公園において桜の植樹を行いました。地元の協会員を始め関
係者のご協力のもと、全校生徒61名が、各学年１本ずつ山桜と
河津桜の苗木を心を込めて植え付けました。植樹を通じて、森
林の尊さや大切さを理解し、林業や森林土木に興味を持ってい
ただければ幸いです。
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